
別記様式第１号（第２条関係）

申 現住所

込 本籍地（国籍） 　氏　名 ㊞

者 電話

町 勤務先の名称・

営 所在地

住

宅

に

入

居

す

る

者

等

希 団地・

望 地区名

の

団

地

等

１　所　得 ＝ ３　公営住宅法に定める収入月額

＝ 所得金額：

＝ － 控除金額：

所得合計 収入年額：

２　控除額

同居・扶養控除額

円 × 人 ＝ 収入月額：

老人扶養控除額

円 × 人 ＝

特定扶養控除額 ４　　　　　　　　　　　　　年度入居収入基準

円 × 人 ＝

障害者控除額 円

円 × 人 ＝

特別障害者控除額 ５　　　入居収入基準

円 × 人 ＝

寡婦（夫）控除額 適　合　・　不　適　合

円 × 人 ＝

控除額合計

※　太枠の部分に記入してください。

申込形態 一般　　法建　　用廃　　住替　　中堅　　特目 抽選番号

入居者

職業
継続

町　営　住　宅　入　居　申　込　書

年間収入氏　　　　　名 続柄 生年月日

本人 ・　　・

・　　・

・　　・

・　　・

・　　・

・　　・

・　　・

年数

同居

・　　・

住宅の

目的等

親族

・　　・

特定目的

住宅への

扶養

親族

別居

扶養

適用

所得計算表

理由間取り
入居希望



別記様式第３号（第４条関係） 

 
豊頃町営住宅入居請書 

 
私は、豊頃町営住宅に入居するにあたり、豊頃町営住宅管理条例その他の法令を

遵守し、私の責により豊頃町に損害が生じたときは、連帯保証人と連帯して賠償の

責を負います。 
 

年  月  日 
 

入居者：本籍地 
現住所 
氏 名            ㊞ 

年  月  日生 
 

連帯保証人：本籍地 
現住所 
氏 名            ㊞ 

年  月  日生 
入居者との関係（       ）   
電話番号（   －   －    ） 

 
連帯保証人：本籍地 

現住所 
氏 名            ㊞ 

年  月  日生 
入居者との関係（       ）   
電話番号（   －   －    ） 

 
豊頃町長         様 
 

受付印 

 
入居年月日 

 
年  月  日 

備 
 

考 

 



〈豊頃町営住宅条例抜粋〉 
・ 町営住宅に入居しようとするときは、この請書を提出しなければなりません。 
・ はじめに同居した親族以外の方を同居させようとするときは、町長の承認が必

要です。 
・ 入居者は、毎年町長に前年の収入を申告しなければなりません。申告を怠った

り収入の申告を拒否したときは、条例 14 条第 3 項の近傍同種の家賃がかかりま

す。 
・ 月々の家賃は、収入に応じて毎年変わります。この家賃は、当月分をその月の

25 日までに納めなければなりません。 
・ 月々の家賃は、災害や、病気にかかったとき、収入が減ったときなどに、減額、

免除、徴収の猶予をすることができます。この場合は、入居者の申請が必要です。 
・ 町営住宅の修繕にかかる費用は軽微な修繕などを除いて町が行いますが、入居

者や同居者の責により修繕が必要となった場合は、入居者の負担になります。 
・ 入居者は、町営住宅の使用には必要な注意を払い、正常な状態において維持す

る義務があります。これに違反したり、入居者の責により町営住宅をき損したと

きは、入居者が現状に復帰するか、又はその費用を賠償しなければなりません。 
・ 町営住宅は、入居者以外の者に転貸してはいけません。また、住居以外の用途

に使用したり、勝手に模様替えや増築はできません。これらの必要があるときは、

町長の承認が必要です。勝手に模様替えや増築を行うと、直ちに入居者の責任に

おいて現状に戻していただきます。 
・ 町営住宅は、住宅を壊すとき、建て替えるときなどに、法令に従って住宅の明

渡しを求めることがあります。この場合は、申し出があれば他の町営住宅や建て

替えた住宅に入居することができますが、住宅を明け渡さないことはできません。 
・ 入居者が虚偽の申請によって入居したとき、町営住宅を故意に壊すなどの行為

をしたときなどには、町営住宅を直ちに退去するよう請求することがあります。

この場合、請求があってから退去するまでの間、罰則金を課することがあります。 
・ 入居者又は同居者が、暴力団員による不当な行為の防止に関する法律（平成３

年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員であることが判明した場合で

あって、町営住宅の管理のため特に必要があると認めるときは、勧告を行い、従

わない場合には明渡しを請求することがあります。 
・ 町営住宅では、町長が必要と認めたときや、入居者が町営住宅を退去しようと

するときに、職員や管理人などが住宅の検査をすることがあります。この場合は、

入居者の方は検査にご協力ください。 
・ 入居者が、詐欺その他の不正行為によって家賃を免れた場合は、その免れた金

額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する金額が５万円を超えないときは、

５万円とする。）以下の過料に処することがあります。 

 



住
宅
の
困
窮
状
況

このとおり入居の申し込みをします。

   この申し込みについては、次のことを誓約します。

１　この申込書に記載した事項は、すべて事実に相違ありません。

２　この申込書に偽りの事実があった場合は、町営住宅入居決定取り消しを受けても異議はありません。

３　この申込書に記入した住宅状況について事実調査をする場合はその調査を妨げ、又は拒絶しません。

４　申込者及び申込者と同居しようとする親族は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年

　法律第77号）第2条第6号に規定する暴力団員ではありません。

５　豊頃町営住宅の設置及び管理条例第59条の規定により、暴力団員であるかどうかについて警察署長に意見を

　聴くことに同意します。

　　　　年　　　月　　　日

　豊頃町長　　          　　様

　　　申込者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

当選 当選・落選 　　　　　　受付印

団地

住戸

　調査・確認事項

　次に揚げる住宅の困窮状況のうち、該当するものに○をつけてください。

　１　現在住宅以外の建物又は場所に居住している。

　２　保安上危険な住宅や衛生上有害な状態にある住宅に居住している。

　３　他の世帯と同居しているため、著しく生活上の不便がある。

　４　住宅がないため、親族と同居することができない。

　５　住宅の規模、設備又は間取りと世帯構成との関係から衛生上、風紀上又は教育上不適切な居住状況にある。

　６　自己の責めによらない理由で、家主、貸し主などから立ち退きを要求され、適当な立ち退き先がない。

　７　住宅がないため、勤務場所から著しく遠隔の地に居住を余儀なくされている。

　８　収入に比べて著しく過大な家賃の支払いを余儀なくされている。

　９　その他（具体的にお書き下さい。）

現
在
の
住
宅
の
状
況

　現在居住している住宅の種類

　１　借家　　　２　同居　　　３　民間アパート　　　４　賃貸マンション　　　５　寮　　　６　持ち家

　７　公営住宅（　　　　　　　団地）　　　８　町営住宅（　　　　　　　団地）　　　９　公団・公社住宅

　１０　社宅　　　１１　仮住居　　　１２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　現在居住している住宅の間取り

　現在居住している住宅の家賃等

　現在居住している住宅の世帯構成員



別記様式第１号（第２条関係）　　『記載例』

申 現住所 豊頃町茂岩本町0番地0

込 本籍地（国籍） 豊頃町茂岩本町0番地0 　氏　名 豊頃　太郎 ㊞

者 電話 000-000-0000

町 勤務先の名称・

営 所在地

住

宅

に

入

居

す

る

者

等

希 団地・ 希望の団地があれば 通常　不要

望 地区名 ○○団地

の 通常　不要

団

地 この欄は、豊頃町で記入します。

等

所得計算表　　（下記は、豊頃町で記入します。）

１　所　得 ＝ ３　公営住宅法に定める収入月額

＝ 所得金額：

＝ － 控除金額：

所得合計 収入年額：

２　控除額

同居・扶養控除額

円 × 人 ＝ 収入月額：

老人扶養控除額

円 × 人 ＝

特定扶養控除額 ４　　　　　　　　　　　　　年度入居収入基準

円 × 人 ＝

障害者控除額 円

円 × 人 ＝

特別障害者控除額 ５　　　入居収入基準

円 × 人 ＝

寡婦（夫）控除額 適　合　・　不　適　合

円 × 人 ＝

控除額合計

※　太枠の部分に記入してください。

間取り １ＬＤＫ，２ＬＤＫ、３ＬＤＫ等
入居希望

理由

適用

特定目的 住宅の

住宅への 目的等

親族 ・　　・

- -

扶養 （税法上の扶養親族） ・　　・

別居 豊頃　一郎 長男 Ｈ0・　0・　0 学生 豊頃大学

・　　・

親族 ・　　・

扶養 ・　　・

同居 ・　　・

0,000,000

豊頃　花子 妻 Ｓ0・　0・　0 パート 有限会社　豊頃 3 0,000,000

年数

入居者 豊頃　太郎 本人 Ｓ0・　0・　0 会社員 株式会社　豊頃 20

申込形態 一般　　法建　　用廃　　住替　　中堅　　特目 抽選番号

町　営　住　宅　入　居　申　込　書

氏　　　　　名 続柄 生年月日 職業
継続

年間収入



住
宅
の
困
窮
状
況

このとおり入居の申し込みをします。

   この申し込みについては、次のことを誓約します。

１　この申込書に記載した事項は、すべて事実に相違ありません。

２　この申込書に偽りの事実があった場合は、町営住宅入居決定取り消しを受けても異議はありません。

３　この申込書に記入した住宅状況について事実調査をする場合はその調査を妨げ、又は拒絶しません。

４　申込者及び申込者と同居しようとする親族は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年

　法律第77号）第2条第6号に規定する暴力団員ではありません。

５　豊頃町営住宅の設置及び管理条例第59条の規定により、暴力団員であるかどうかについて警察署長に意見を

　聴くことに同意します。

　　平成00年00月00日

　豊頃町長　　          　　様

　　　申込者氏名　　豊頃　太郎　　㊞

当選 当選・落選 　　　　　　受付印

団地

住戸

　調査・確認事項

　
次に揚げる住宅の困窮状況のうち、該当するものに○をつけてください。

　１　現在住宅以外の建物又は場所に居住している。

　２　保安上危険な住宅や衛生上有害な状態にある住宅に居住している。

　３　他の世帯と同居しているため、著しく生活上の不便がある。

　４　住宅がないため、親族と同居することができない。

　５　住宅の規模、設備又は間取りと世帯構成との関係から衛生上、風紀上又は教育上不適切な居住状況にある。

　６　自己の責めによらない理由で、家主、貸し主などから立ち退きを要求され、適当な立ち退き先がない。

　７　住宅がないため、勤務場所から著しく遠隔の地に居住を余儀なくされている。

　８　収入に比べて著しく過大な家賃の支払いを余儀なくされている。

　９　その他（具体的にお書き下さい。）
（例）　　民間アパートに入居したいが、空きがないため申込みしました。

現
在
の
住
宅
の
状
況

　現在居住している住宅の種類

　１　借家　　　２　同居　　　３　民間アパート　　　４　賃貸マンション　　　５　寮　　　６　持ち家

　７　公営住宅（　　　　　　　団地）　　　８　町営住宅（　　　　　　　団地）　　　９　公団・公社住宅

　１０　社宅　　　１１　仮住居　　　１２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　現在居住している住宅の間取り　　　　（例）　　１ＬＤＫ，２ＬＤＫ、３ＬＤＫ　等

　現在居住している住宅の家賃等　　　　（例）家賃30,000円　管理費　5,000円　等

　現在居住している住宅の世帯構成員　　（例）　本人、妻、子供（男）の3人　等
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